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．周産期医療 と児の 中長期予後

3）双胎聞輸血症候群

葛飾赤＋字産院院長 進 純 郎

　双胎 間輸血症候群 （tw 血 to　twin 　trans血 ston 　syn −

drome ：TT’1］S）は 一
絨 毛膜性 双胎にお い て胎盤血

管吻合を介 して ， 2 児 間に血流分配の 不均衡 が生

じて発症する もの であ る．

　TTTS で は discordant　twin が多 く， 羊水量 の 不

均衡か ら受血児で は羊水過多 ， 供血児で は羊水過

少 を呈 し 1児死亡 も少 なくない ，

　平成元年 （1989）か ら平成 8年（1996）まで に当院

NICU に入 院 した双胎 は 1 児入院 を含め 189組（
一

絨毛膜性 95組 ，
二 絨毛膜性94組）333例で ， その う

ち TTTS で の 入院は 38組 ， 76例で あ っ た．

　［rrTS の うち子宮内 1児死 亡例 が 6組 （15．8％）

あ り，
こ の うち生存児に PVL が発生 した もの が 1

例 （16．7％ ）で あ っ た．TTTS で は神経学的予後が 不

良の こ とが 多い とい われ て い るが ，
PVL の 1例 を

含 め 4 例 （53％）に神経学的後障害を残 し， その う

ち 3 例が脳性麻痺を呈 した．NICU に入 院中の 死

亡 例は 6例 （7．9％ ）で 376g〜998gの 超低出生体重

児 であ っ た。TTTS で は子宮内 1児死亡 ， 早産，低

出生体重児，IUGR ，仮死出生が多い こ と も中長期

予後不良の 原因で ある と考え られ ， そ の 分析 も試

み た．なお ，　
．A
絨毛膜

一
羊膜性双胎 1児死亡例で

選択 的胎内手術 （死児娩出）を施行 し， 生存児 を 5

週間胎内で生育 した後娩出 し， 当院 NICU で加療

した 1例 （女児）は 12歳 になるが発育 ， 発達 と もに

順調であ る。
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